
「野生の椋欄』とブオークナーの信条

上野直蔵

ウィリアム・フォークナー (Wi1liamFaulkner， 1897-1962)が， シャ

ーウッド・アンダソン (SherwoodAnderson， 1876-1941)の世話で， 彼

の最初の小説『兵士の報酬~ (Sol，正lier'5 Pay， 1926)を出版し，第三作の

『サートリスj](S，αrtoris， 1929)において，いわゆる「ヨクナパトーフア

郡J (Y oknapatawpha County)を舞台にした初めての作品をものにして

から十数年間がフォークナーの最も旺盛な創作活動の時期であった t野

生の綜欄j](The防:zdPalms， 1939)はζの期間の作品である.これが出

版されたとき I野生の椋欄」“TheWild Palms円という物語と「オー

ルド@マン」“OldMan月という物語と， それぞれ別箇の二つの物語が

各章交互に語られるという構成になっていた. ところが， ζの二つの物語

は登場人物においても事件においても，何らの相互連関もなしそれぞれ

が独立しでも物語として鑑賞できるものであったからタマルカム・カウリ

ー (MalcolmCowley， 1898- )が1946年4月， ~ポータブル・フォーク

ナーj](The Portable Faulkneめを編さんするに当って Iオールド・マ

ン」を一つの独立した物語として出版した.カウリーがその「オールド・

7 ン」に付した短い序文で「この二つの物語は並置することによって対照

の効果を発揮する.一つは Loveと自由とを得るためにすべてをかけて，

しかもそれらを失った物語であり，他は Loveと自由とを得ながら，それ

から逃げた話である。しかし「オールド@マン」は切り離してi単独の物語

とした方が，その物語のためには有利である.二つの物語のうち Iオー

ルド・マン」の方が優秀である.Jと語っている. カウリーのような有識
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の批評家が二つの物語を切り離して出版したのであるから，というのでラ

その後の多くの刊行には，別々にして出版されている.

一方，これに反対して，やはり1939年刊行当時の形のままがよいのだ，

それには作者の意図があるのだ，という説をもっ批評家もある.不思議な

ことにはフォーグナー自身，在世中にカウリーの切り離した出版にたいし

て何らの文句を言わなかったことだが，これもフォーグナーその人の性格

を考えるとありそうなことである.彼は作者と Lて自分の作品について語

ることのほとんどない人で、あった.恐ろしく敏感で，人ぎらいで，しかも

経済観念はなかなか発達していてヲ彼の作品がノサウヅドで映画化される

ことになると長年ハリウッドと関係をもって富をきずいていった人である

から，或は彼の本来の意、に反して，二つの作品として別々に出版されてふ

もしその方が世間うけするなら，それでもよい，という気持があったかも

分らない.それともブォーグナーはなかなか皮肉やのおじさんであったか

ら 「野生の掠摘」と「オールド・マン」とのとり扱いについては内心で

は笑いながら，そのままにしておいたのかも分らない. 彼は実に double

talkを好む人であった. 1955年8月， 日本を訪れたときも日本の青年た

もの質問にはまじめに答えていたけれども，ジャーナリストたちが聞くと

「わしは百姓なんで」と空とぼけていた人である.この「わしは百姓だJ

という答えはアメリカでも好んで使っていたらしい.この文句は一見，人

をはぐらかした答えともとれる，年間莫大な収入のある作家が「百姓」で

もないものだ， と. しかし更につっこんで考えてみると， この答えは彼

の本心であったかも知れない. w貴闘 (“Th巴 Bear")， Wデルタの秋1

(“Delta Autumn円〕 など一連の中， 小篇もの，いや，さらにフォーグ

ナーのすべての作品を通じて流れる根底の思想は土にたいする愛着である

からである.土は人間の所有ではないe それは神の所有である.土地に住

んでいた一一一あるいは，神によって住ませてもらっていた ーインディア

ンがまるでそれを自分の所有でもあるかのように，白人に売った時に，イ



F野生のJ係樹』とフォークナーの信条 3 

ンディアンの滅ぶべき運命はきまってしまった.また，白人は金で買うべ

きでないその土地を買い，それを金で売った時にp 罪ある人間となったの

だ.土地は金で売り買いするものではない，神からたまわったものとして

自分の耕地に執着して生きねばならない9 という思想が彼の作品をつらぬ

いているのだから.それで，神にたのんでこの土地を耕やさせてもらL、
その産物によって生活し，その土を大切に手をかけて愛着をもって守る百

姓こそは神の意にかなう人間であるラという哲学をもっている.そういう

フォークナーであるから「自分は百姓でありたい」 という願いをこめて

「わしは百姓なもんでj と言ったのかも知れない.

彼は作品を離れて自分の哲学を語ることをしない人であった.恐らく，

彼が作品というコミュニケィションの手段を用いずに直接自分の思想をの

べたのは， 1950年9 ストックホルムでノーベル文学賞をうけた際のスピー

チぐらいのものだったろう.そのスピーチで彼は「人間は不滅である，そ

れはすべての創造物の中で，人間のみが他のものが滅びても声を続けるか

らではなし人間は魂をもっているからである.憐1潤と自己犠牲と忍耐が

できる精神をもっているからだJという主旨を述べている.それ以外のと

ころでは，自分の哲学を深く作品の中に血肉として沈港させているのであ

るから，読者がよほど深く考えて読まなければ9 彼の意図を知り難い作家

である.彼こそは「作品の中で勝負する」作者である.

『野生の様相』についても，作者が9 この二つの物語を一つの作品とし

て刊行したことについて，語っているのはただ一度『パリ・レヴュ~~誌

の記者ジャン・スタイン(JeanStein)とのインタウ、ューにおいてである.

要旨は IT野生の拡欄」の物語を書いていたときに何かそれを際立たせる

ような別の物語がほしくなった.それで「野生の捺欄」の物語が少し沈滞

してくると「オールド@マン」の物語を書きヲ次に「野生の掠欄」の物語

にもどった. r野生の諒欄」の物語は愛のためにすべてを犠牲にしてラし

かも愛を失った物語でありr-オールド・マンJは愛を得ながら一生懸命
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にそれから逃げた男の話である.二つは偶然ーしょになったのかも知れな

い，また，必然的にそうなったのかも知れない.主題は「野生の掠欄」つ

まり，ハリー・ウィルボーン (HarryWibourne)とシャーロット・リト

ンメイヤー (CharlotteRittenmeyer)の話であるj と語っている.この報

導にどれほど真実性があるか，また，どの程度フォークナーが真面白に答

え，その作品を解説しようとしているのかはよく分らないが，ともかく作

者自身はある意図をもって，この二つの物語に内面的連関をもたせた一対

の話であり，二つで一つの「何物か」を物語っているのだ，とみるのが今

日の見解である.

では，この二つの物語が一体となって語ろうとしているのは何か，二つ

の物語の聞にどのような unityがあるのであろうか. このようなことが批

評家の間では問題とされている.たとえば，次のものがある.

Joseph J. Moldenhauer，“Unity of Theme and Structure，" The 

iVild Palms. (~なlliam Faulkner: Three Decades of Criticisl問

ed. F.]. Hoffman and O. W. Vickery， 1960) 

W.R. Moses，“Th己 Unityof The Wild Palms，" Modern Fiction 

Studies， 2 (Autumn， 1956.) 

Irving Howe， William Faulkner: A Critical Study， (1952) 

上記のうち， ハウ (Howe)は構成的に「野生の椋欄」と「オールド・

マン」との各章を対照させて，構成上から作者の意図を汲まうとしている.

モルデンハウエノレ (Moldenhauer)の説はそれではない.彼はこの三つの

物語に unityがあることを強く認めるが9 この unityとは二つの物語がと

もに束縛されて自由を獲得することを拒否する男の物語である，というの

である. r野生の捺欄」の主人公ウィルボーンば Moldenhauerに従え

ばタ ピューリタン的沿道徳感lこ心の底まで縛ぱられている男であってラそ

んな拘束をもたない自由の女シャーロットが男との恋愛に全身全霊を打ち

こんでそれに生きがいを覚えているのと反対に，夫ある女に夫と子供とを
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捨てさぜ，その女と不義の恋にふけっているのだという罪悪感がいつも無

意識の，底にあるので，たえず自虐的になる.シカゴで経済的安定が得られ

そうになるとヲわざわJざそれを捨ててユタ州の困窮の生活に女を引きづっ

てとびこんで行くのもそのためであったし，また，女が姫娠して，医師で

ある恋人の披ウィルボーンに堕拍手術をしてくれと切願する.仕方なく手

術した援のメスの子を狂わしたものは彼の無意識裡の罪悪感であった.彼

はその罪悪感のゆえに女を殺し，自分はまた自殺するよりは罪に苦しむ獄

屋の一生をえらぶのである，と Moldenhauerはいう.さらに同じ解説を

Moldenhauerは「オールド・マン」に試みる. rオールド・マン」はもち

んろミシシッピ河の異名であるが，この河の大洪水のときに 9 洪水で逃げ

られなくなった女を助けにボートを与えられて出発した囚人は長年にわた

る刑務所の生活に安住し，それ以外の生活は考えられないという心の束鱒

をもっている.大洪水で多くの人が流れ死んだような非常の事態に，彼は

助けた女をつれてそのまま逃亡してもよかったのである.しかし彼はその

心の束縛のゆえに逃亡という自由の機会を利用しないで，自ら選んでわざ

わざ、刑務所へ帰っていったのだ，とこの批評家はいっている B 内部的な義

務感が彼の自由をうばったのだ，さらに，この二つの物語をつなぐものに

「時」の要素と「外部世界」の要素というこつの次元があり，この両者が

緊密に対比されている，と語る.

lEl人につL、てのこの批評家の解釈はかなり同意できるものがあるが，ウ

ィルボーンの「ピューリタン的罪悪感」についてはどうも賛意、を表するこ

とができない.作品の中に罪悪感についての十分の証拠になるような文句

が見当らない.また，彼が中絶手術の際にメスの手が狂ったのも愛するあ

まりである a あまりにその手術の対象である女が彼にとって貴重なもので

あったゆえに9手もとが狂ったのだ，という文句があるだけであるので，こ

れは額面通りに愛するものの生命に関する手術をする緊張感から，と解し

た方がよさそうで，Moldenhauerのはあまりにフロィト的な解釈であろう。
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われわれはこの一対の物語に接するとき，その対比に気づき，作者自身

のもってい忍一つの哲学がその対比を通じて語られていることに気がつく.

フォークナーが意識して，それをテーマとしているのか，あるいは，作者

自身は気づいでいないけれども，かえって第三者には明らかに感得さられ

るような性質の哲学であり，だからこそ，口で明らかには語られないが，

底流として強く存在しているのかも知れない.ただ読者にとっては，これ

こそ作者が語りたかったことではなかったか，と考えられる.特に夜の多

くの他の作品にも底流している思想であるゆえに，ぞれが何であるかを二

つの物語を対比しながら説明することとする.

「野生の椋摺」も「オールド・マン」も共に男と女の一組が主人公にな

っている，また，何れも女は雄娠している.この共通の骨組の上に二つの

対比する人間像が描かれている. r野生の掠潤」のハリー・ウィルボーン

と，ジャーロット・リトンメイヤーは地方都市の出身であっても教育のあ

る人間で‘あり，またシャーロットは芸術家で，ハリーは医者である.この

ことはどちらも強い個性をもった現代人である，ということである.一方，

「オールド・マン」の囚人と洪水に流されて救助を待っている女とは，そ

れぞれの性名さえ明らかにされていない.物語のはじめから終りまで男は

「囚人」と書かれ，女はただ「女」と警かれていて，読者にはついにその

名を知らされないのである.この無名であることは作者の意図の上に大切

なことであるにちがいない， つまり， この二人が没個人であり， 没個性

的な人間であることがこの物語でははっきり認識されねばならないのであ

る.

シャーロットは生れながらに個性的であるらしい. 彼女は「骨ばった

顔」をし r黄色い眼」をして，腰骨の巾が広く，手が大きい.化粧をし

ないで，ただ大きな口に口紅をぬっているだけ.斤ほほに傷あとがある，

ちょっとも美人でない女，セミフォーマル〈カクテノレ・パーティ用ぐらい

に使う服〉を仕事着と同じくもいの無雑作さで着ている，かなり金持の家
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の妻であるにもかかわらず，恐ろしくザックパランのiちない言葉を平気で

使う女，という描写であって，これは「オールド・マン」の女と対比する

時に，フォークナーが「新しい女」のタイプとして現代小説にあらわれる

女性たちのパロディとして，こんな描写をしたのであろうかとさえ考えた

くなるくらいである.フォーグナーとしては珍らしい女性像であり，強烈

な個性像である.

ところが，ハリーの方は貧乏匿の子で9 それも早〈父をなくし，やっと

姉の仕送りで医大を出てインターンになり，二十七歳まで恋愛の機会もな

かった風采の上らない極めて小心翼々とした人物であった.けれども，シ

ャーロットとの恋愛におちいると，彼はこれまでの長い空自をとりかえそ

うというほどの意気で恋愛に没頭する.そうしてラ披女以上に，設が抱く

恋愛の概念を破壊するようなものをすべて排除しようとする.彼~，;:t，シャ

ーロットが百貨庄のウインドウ飾りのデザ、イナーとして定職につきそうに

なった途たん，その職を捨てさせてユタリ1'1の炭鉱へ二人で出かける.その

動機を彼自身は次のような内容をもってスティシヨンに見送りにきた友人

に説明する. r自分は女性の『告白もの』の偽作をしてどきついエロ描写

をすることにも上達しp 雑誌社はその原稿を買ってくれるのである程度の

収入があった.そんな告白ものを書くことには何の抵抗もなかった.とこ

ろが，シャーロットがよい月給で百貨庖の常雇いになる口を与えられたと

きに，自がさめたように自分たちの隔っている状態に気がついたのだ.何

ということだ.自分たちはありきたりの夫掃のように生活しようとしてい

るではないか.自分は世俗の夫のように『妻にはよい生活をさせてやりた

い』と無意識に考えるようになっていたのだ‘そして夫婦の堕性的な生活

に陥ろうとしていたのだ. j体重iをかまう生活，小さな子供と乳母の声がす

る街の市民生活，そこでは Loveは死んでしまっている.こんな生活をつ

づけていると，やがてはシャーロットと自分は寝室で着物をぬぐときも相

手が同室していると， ドレッシング・ガウンを着てその下でこっそり税い
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で裸のところを見られないようにするだろう.大抵の人は自分は大丈夫だ，

そんな堕性的な，世俗的夫婦生活に陥る一歩手前で気づくだろうと思って

いる.ちょうど崖のあることを知りながら，その一歩手前で引き返せるだ

ろうと思っているようなものだ.実はよほど気をつけねば崖の手前まで来

たことに気がつかない.だから，引き返せないのだ.大抵の入は十四・五

歳で恋愛の体験者になり，従って目を覚してその危険に気づくのも早いの

だが，自分はこの二十七歳になるまで恋愛を体験しなかった.だから，そ

れが到宋した時に七カ月もボーツとした状態になって無中であったので，

危険に気づくのが遅かったのだ Loveの死滅した世俗的な品行方正ばか

りの夫婦生活に移行する危険に気ずくのがおくれたのだ.だから，それか

ら逃れるためには安定した生活を捨てるのだ.J と述べている. 被の場合

は意図された個性的生活である.そして世間に順応すまいとする.それが

Loveを守りねく唯一の方法であると信じている.

「オールド・マン」の場合 Loveという言葉もフ世俗的も理窟も出

てこない.この囚人と女とrはハリーとシャーロットとは別の次元で動いて

いる. í女」は『八月の光~ (Light in August， 1932) のリーナ (Lena)

と同じ種類の女性に属している.それは“earthmother円とでもいって

よい母性の原型のようなものである. i女Jは臨月である.それが誰の子

であるかは問題でない.ちょうどリーナにとって，生れ出る子の父親が，

結局は彼女にとって大して重大な存在ではなかったのと同じである.彼女

たちは生命を身ごもり，自然の動きにまかせて，その生命をこの世に誕生

させる. その偉大な“earfhmother"の生命を産み出す役のかいぞえを

するのが， !i八月の光』ではハイタワー (Hightower)とパイロン (Byron)

であるが Iオールド・マン」で囚人がこの役をつとめる.

この点で大きな対比がある.シャロットは自分が雄娠したことを知った

ときに9 何のためらいもなく中絶を決心する.それはこ人が子供を育てて

いけるだけの収入が到底ないからであり，子供を産んで他家へ養子に出す
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ことはあまりにも痛まししたえられないからである.結局はハリーは同

意して中絶手術をぜざるをえなくなり，失敗してジャーロットをも殺して

しまうことになるのである 1オールド・マン」の「女」にとっては子供

を育てていけるか，その収入があるか，などという文明的な考えは思いも

つかない.無一文でも子供は生めるものであり，彼女は自分の手で生産の

始末をし，泥水の上をただよう生活の中で子供に乳を含ませる.

実のところ 1オールド・マン」のストリー全部がこの生れ出る小さな

生命に引きずり廻される物語である.囚人は洪水の中に没しそうになって

いる木の上に自分が救助せよと命ぜられた女を発見する.この女は臨月で

ある.囚人の心には「よりにもよって臨月の女を助けねばならないとは」

という怒りがこみ上げるが，その女が急に産気づく.ボートの中で生まれ

ては国るので何とか陸地を求めねばならない.奔流の中を男は必死にこぎ，

女は必死に陣痛をおさえて，やっと危機一発のところで囚人は女を陸地に

上げることができた.いいかえれば，小さな生命はすでに生れ出る前から

囚人を引きずり廻す.囚人にとってはそれは洪水と同じように巨大な力で

迫ってくる不可抗力である.ただ洪水にたいしては彼は何とかその暴力を

切りぬけることができた.赤ん坊の生命にたいしては，彼は全面的に屈服

するほかはなかった.彼は生れた赤ん坊を見てこのような感慨にふける.

And this is all. This is what severed me violently from all 1 

ever knew and did not wish to leave and cast me upon a medium 

1 was born to fear， to fetch zψ at last in a pl.αce 1 never saω be-

fore and where 1 do not even knoω where 1 a:m. 

この恐ろしい命令力をもった小さな生命にたいする彼のおそれ，彼を引

きずり廻し苦労させたことにたいする苦々しい思いが，翌日，女と彼と赤

ん坊がフまたボートにのって出発しようとするときに，無口な女に，なお

さら無口な彼が言った唯一の冗談と皮肉の合の子のようなものによって現

わされている.
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「おめえ，今朝ももう一人生まうっていうんじゃないだろうな ?J

この生命にたいする態度が今ものべたように「野生の椋欄j とはげしく

対照をなしている.シャーロットにとっては自分の体に宿った胎児は自分

の意志で処理できるものであった.それには精神的な苦痛がとれなかった

が，この物語ではその苦痛(彼女にとっては肉体的な苦痛は最後まで問題

ではなかったし，また，その苦痛を問題にしない彼女の雄々しさが悲劇的

な高みをこの物語に与えているのだが.) その精神の苦痛をあえてふり切

って中絶をはじめから断乎として行なうシャーロットの「愛をつらぬくた

めにはすべてを犠牲にする」意志の強さが彼女を或る意味で立派なものと

している.ハリーはそれに引ずられたにすぎない.彼の中途半端な人道主

義は中絶に反対しながら結局は彼女にしたがうという仔動をとらせる.

「オールド・マン」は「野生の椋欄」と臭って，その中に幾重にも分れ

る「意味の層Jをもった物語である.その中には南部伝統の「ほらふさ物

語」の要素がある.それは「わに」とアケイディア人と彼との生活に見ら

れ，また「わに」との格闘にあらわれる.皮肉と滑稽の膚もある.それば

囚人がもう一人の囚人に彼の悪戦苦闘の物語をきかぜるくだりで，囚人が，

医師に「お前は血友病だ」といわれたと 9 相手の囚人に告げると「そいつ

は何だ? 雄牛と雌牛をかねたやつのことだろう」という，また，彼が血

友病で何かというとすぐ鼻血を出すところなどが，それに当る.又，前出

の，囚人が女にいう冗談まじりの皮肉，さらには，テーマ全体，つまり自

由になりうる機会があり，しかも彼を信頼しているらしい女と，望むなら

ば一生暮して行けるかも知れない，そんな機会を見むきもせずに，あらゆ

る苦労を重ねながらもとの刑務所に彼が帰っていったということ，その苦

労ももとの刑務所に帰ろうがための苦労であった，という ζ と.従って，

物語全体を一つの大きな ironyとして捉えることもできる.

残されたものとして9 シンボリッグな層において，しかもラこれは聖書

的なシンボルにおいてとらえることができょう.洪水の中を生命を守りつ



『野生の椋潤』とフォークナーの信条 11 

つ控地を求める物語はノアの洪水を典型にとったものと考えることもでき

ょうし，また，ある使命のもとに水の中を目的地に向って数々のJ様相をへ

ながら辿りつく点では， ヨナ(Jonah)の物語をなぞらったようでもあるー

しかしこの二つのシンボリックな解釈については作者自身がそれらを意国

したことを示すものをテクストの中から拾い出すことはできない.

今一つのシンボリックな解釈は囚人をキリストのメタファとして解釈す

ることである.他人のために苦悩をせ負うという姿は基本的にはキリスト

の姿であるが，さらに作者はゴルゴタの丘のメタファを使っている.それ

は囚人が沼地で「わに」をとってその皮を売って生活しているアケィディ

ア人とーしょにその小屋に同居し，彼はナイフ一本で「わに」をとって，

それによって女と子供を養うくだりである.このような生活が十日間つづ

いた.それは披にはじめて訪れた平穏と満足の生活であった.長い間忘れ

ていた勤労によって金を得るという楽しみさえ少しわいてきたその時にま

た悪運が見舞ったのである.

「それは十日目に起った.三度目の悪運だ.はじめは彼には信じられな

、かった. といって，彼は不運に仕える丁稚奉公の期限が切れたとも，い

とまが出たとも思っていなかったし9 また，赤ん坊が生れたときに，彼

のゴルゴタの丘のいただきを通りすぎて今や下り坂を自由に降りること

を一一許されないまでも一一一黙認されるだろう，などと考えていたわけ

ではなかったJ

とあるところに明らカ〉である.

しかしこの物語で囚人は何のシンボルであるか，ということについては，

ただキリストのシンボルとしての様相だけではない. もっと他の様相があ

る.というのは，母と子とを守って(しかも自分の子ではない嬰児を守護

して〉旅し，物的には非常に不自由な環境のもとに嬰児を出産させる，と

いうテーマは無視するにはあまりに明らかに聖母子とヨセフの原型を臣、わ

させる.であるから，囚人はキリストであると同時にヨセブとしてのイメ
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ージでもある.

フォークナーはストックホルム演説でも，またiJ熊』を中心とする一

連の物語でも「人聞は耐えることに価値があるのだJと述べている.しか

し，その耐えることに価値があるのは，その耐えるべき苦しみが無事の苦

しみである時だけに限られているようである. iJ熊』で彼がはっきり認め

ていることは，黒人の耐え方の大きな価値である.黒人の苦しみは黒人自

身が招いたものではない.それはアフリカで黒人を買ってアメリカに売り

とばした奴隷商人，さらには黒人を苦役に使った白人の罪でありフ黒人の

苦悩は白人のっくり出したものである.しかしその苦しみに耐え i自分

の罪でない無事の苦しみ耐えている」ことに作者は黒人の誇りを見出して

いる.罪なき黒人は罪ある白人よりは本当は高い存在であり，しかもその

高いものが身をかがめて罪ある白人の与える苦しみに無言で耐えてわるこ

とに，フォーグナーは誇りの姿を見出しているのである.彼は了尻僧への

鎮魂歌~ (Requiem for a Nun， 1951)における黒人女中ナンシー(Nancy)

の耐え方にも同じく価値と誇りとを見出す.

だから，このフォーグナーの価値感からすれば，ハリーとシャーロット

の苦しみは白分たちでつくり出した，つまり，自分たちがそれにたいして

有罪である苦しみである以上，価値あるものとは認められない，というこ

とになる.二人がその Lo刊を守ろうとして必死でもがいた悲憶な努力に

は，苦しみ(それが何の苦しみであろうとも〉が喚び起す感動・畏敬の念

がわれわれに生ず、るけれども. (この場合はギリシャ悲劇が読者に与える

ような感動である.) 

他方 iオーノレド・マン」における囚人の忍耐は，そのサガ的な表現方

法のゆえにラまた皮肉とユーモアの層におおわれているために，読者はあ

る距離をおいてその苦しみを眺めることができ，悲'陰感とか直接の感動に

はとぼしい.また，それが作者の意図であったろう.せっぱつまった悲槍

感をもって，まっしぐらに語られたハリーとシャロットとの物語のリリー
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フとしては「オールド・マン」ののんびりした語り口は打ってつけのもの

である. しカミし， われわれは囚人の苦しみは自らの招いた苦しみでなく，

女と子供の生命を救うための苦行であり， フォークナーの好んでいう 「価

値ある苦行」であることに気づく.それだからこそ，囚人には「ゴルゴタ

の丘」のキリストのイメージがかぶせられ， ヨセフのイメージもかぶせら

れる.だから，苦しみそのものの質においても「野生の椋楢Jとは全く対

照的である.囚人はせっかくの自由をうる機会を目前にしながら苦労して

刑務所の所在地までボートで漕ぎ帰ったのであるから，馬鹿な努力とも見

しかしその表の層の下に重々しし価値ある人生態度が沈潜し

ハリーとシャーロットとの努力は一見理想主義的でありながら，

根底において空虚なものであるという皮肉な様態を示している.

られるが，

ているし，

「オールド・マン」にあらわれた生命にたいする思想はブ r ーグナーの

もつ哲学につながっている. というよりも， フォークナーのあらわそうと

している或る種の哲学が，文学作品として血と肉をもっ実在となった一例

であるということができるだろう. ここでいう或る種の哲学とは一種の騎

士道精神といってよかろうと考える.

フォークナーの抱く騎士道精神， これは二つに分けることができる，

その一つにはヨーロッパの伝統をつくやマナーとしての騎土道であり， け

て

れを具現した多くの人物を彼は小説の中に登場させている. この人物たち

の考えるところとフォークナー自身の考えとは同一であるとはいい難い.

フォークナーは彼らをただ自ら創り出した人物として愛しているだけであ

ろう. 一方，第二の種類の騎士道精神があって， これはちょうど r~~~ 等

の一連の森林小説において「神」とか「自然」とかに関する考え方が作者

自身の哲学であると同ように， その場合はフォークナー自身に内在する騎

土道的な人生観のあらわれである， とみることができる.

第一の， マナー化された，生活の信条として意識された騎土道を考えて
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みよう.フランス人によって開拓された南部は，フォークナーの小説によ

るとラ地主階級に騎士的な人間が多かった.作者はその人物たちのもつ高

雅さと弱さを指摘し，ある時はその理想主義的な弱さをやゆし，ある時は

それが時代とともに滅亡するさまを記して葬歌をかなで，ある時はノスタ

ルジァをもって騎士列伝を書いている.

騎士の一人に『サートリス』の主人公のベィヤード・サートリス (Bay詞

ard S訂 toris)がいる. この小説では彼は1893年に生れ， 1920年に死んだ

ことになっているが，彼こそは時代に遅れて生れて来て，不運に死ぬ騎士

の代表である.ベィヤードという珍らしい名はサートリス家に伝わる名で

まるって，披の祖父もベィヤードであったし，また曽祖父のジョソ・サート

リス大佐 (ColonelJohn Sartoris)にもベィヤードと名づける弟があった.

つまり，サートリス家にはペィヤードたちが三人もあるわけなのだが，こ

のベィヤードという名は実は騎士道の華たるシャーレマン(Charlemagne)

大帝が乗用した愛馬の名である.フォークナーがこの名を十一，二世紀に

書かれたシャーレマン大帝物語『ローランの歌~ (Chanson de Rol，仰の

からとったのは明らかである.なぜなら， ζの小説の最終に近いところで

「ローンスボーの谷にひびく角笛の音にも似た……」の文句があるからで

ある. wローランの歌』ではシャーレマン大帝の輩下の一騎土ローランが，

大帝の軍隊のピレネーごえの退却にあたって，殿りの守りをすることを命

ぜ、られる.この役目は生きて帰る見込のない役であるにかかわらず，ロー

ランは好計によってこの役をふりあてられる.そして彼は自ら死におもむ

くことを知りながら命をうけてローンスボーに行くのである.そして敵を

単身くいとめる.彼は死にぎわに角笛を吹くが，それは「もし援助が必要

ならばこの笛をふけ」と言って愛するシャーレマンから授けられたもので

ある.従って，フォーグナーがはっきり『ローランの歌』をふまえてこの

小説を書いたことを知るのであるが，その主人公の名が実はシャーレマン

の愛馬の名であって，人間の名でない点に作者の皮肉がうかがえる.なぜ、
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なれば，サートリス家の血統には一種の騎士道精神がながれながら，それ

はあまりにも野放図，稚気の要素をもっているゆえに，正当な騎士道への

理想とはいえなし、からである. ~サートリス』の一章，二章に措かれたサ

ートリス家と黒人との関係は弱者にたいする強者の保護と温情が出ている.

つまり，貴族の義務 (noblesseoblige)である. もっともこの態度は南部

の伝統的態度であり，弱者9 強者の差別による恩恵的態度こそ，今日の黒

人運動の攻撃のまととなっていることには間違はないが，ともあれ，これ

は措級制度のきびしい中世からつづく一種の騎士道でもあるし，また，孫

のベィヤードの世代になるとラ黒人にたいする感情は人間として対等のも

のとなる，むしろ，これまで身分上9 下であった黒人から彼はかえって救

いを与えられる.

それはともかし弱者にたいするいたわりという騎士道的性格はありな

がらサートリス家の男たちが示したものは，正しい勇気というよりは向う

みずの勇気，稚気にあふれた誇払その結果としての不慮の死であった.

曽祖父のジョン大佐は，まえ，その弟のペィヤードは南北戦争中にヤンキ

一方のキャンプをおそってアンチョビーの櫨詰を盗ろうとして命を落した，

という人物である.アンチョピーがほしかったからでなく，ヤンキーに挑

戦してその勇気を見せるためになされた行為ではあるが，しかも，それは

もともと冗談から出たものであり，対象物がアンチョピーであったという

ところに，死を賭けるにはあまりにたわむれた死との挑戦であり，彼らの

行動の無意義さがある.

彼らの勇気，誇りは昔の騎士たちのそれとは近いものであっても，その

行動の無意義さのゆえに彼らにはシャーレマンの馬の名前しか与えられな

かったのである.アンチョピーの権を盗み出すために生命を賭けるという

話はまた南部の「ほら話」の伝統をつぐものであり，彼らを形成するもの

はヨーロッバ的な騎士道精神と南部的，地方的空想力である.

孫のジョンとベィヤードという双生児の時代になって話は現代に移る.
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この時代にはすでにサートリス家はその精神生活において「過去の栄え」

に生きる家族となった.亡くなった祖父のベィヤード大佐は伝説的な人物

となり，サートリス家の「家風」という自に見えない雰囲気をつくる.男

たちは祖先と同じように向うみずであり，女たちははじめからそれを予期

している.叔母さんのミス・ジェニィ (MissJenny)はたえず「サートリ

ス家の男たちといったら 1Jを繰り返す.双生思の一人のジョンは小さい

時から手のつけられない暴れん坊であったが，第一次大戦にベィヤードと

共に飛行土として参戦し多空中戦で死ぬ.片われのベィヤードは生き残っ

て帰ったものの，堕落した飛行機の中で焼死したジョンの姿がgについて

離れない.ジョンを死から救えなかった罪悪感にさいなまれ9 幾多の精神

的遍歴を経ても遂に生の意義を見出すことができず，妻を捨て，レース・

パイロットという職業をえらび，事故死する.彼はその祖先たちと同じよ

うに死とたわむれたのである.ただ祖先は生命に満ちあふれ9 たのしく死

とたわむれたのであるのと反対に，ベィヤードは絶望し，罪悪感から死を

求めた.しかも自殺という手段をとることができなかったから，その代り

に死を賭ける職業をえらんで，目的の死を得たのである.

それゆえに，フォークナーがこの小説のほとんど最後の文章で暗示した

ように，彼は騎士ローランでありながら，八世紀に生れて来ることができ

なくて，二十世紀に生れてくる， という悲運をもっていたのである.そし

て，二十世紀のアメリカの南部に生れたために，ローランでありながら，

また，シャーレマンの馬でもあったのである.優雅馬上の一騎打ちの代り

に，飛行機という機械によって，人は無惨な死に方をする. (フォーグナ

ーが飛行機をもって，人間を毒する機械文明の一道具と見なしていたこと

は『パイロンJJ(乃yゐn，1935)において明かである.)このベィヤードは心

にあふれる愛情をもっていた.このことは彼が双生児のジョンの死を，そ

れほど心の打撃として受けとったことによっても明瞭であるし，また， q，皮

とマッカラム (MacCallum)家の子供たちとの関係にもあらわされている.
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このような騎士的素質はもっていたが，彼はおそすぎてこの世に生をうけ

た1"もう古くなって，創造主もあきてしまったチェスのこま」にたとえ

られている.彼の祖父の叔父，初代のベィヤード (1840-1862)にしてす

らが r十字軍の遠征に出発するときのリチヤード一世も 9 こんな表情を

していただろう，と思われるような表情」をしていたものの，彼のなし得

たζ とは南軍に参加して馬鹿げた勇気を示すことだけであったし，また，

祖父のベィヤード (1849-1919)は屋根裏部塁で家族の誕生と死亡を書き

つけた聖書をとり出し， 彼は曽祖父のジョンのいった言葉を思い出す.

「この十九世紀に家系書などはもうたわごとだ.ましてアメリカでは，実

力本位であるし，すべて同じような祖先をもっているのだから.しかし，

家系など無視していると豪語する男は家系を重んじてすぐそれによって行

動する男に比べて，プライドという点では五十歩百歩さ.サートリス家が

少しばかり虚栄心をもち，ばかげた性質をもってもかまわないだろうさ.J 

そう，それは立派なヂェスチャーだったのだ，と彼の心は思いつづける.

そして彼は自分が「だったのだJと過去形を使っていたことに気がつく.

そして彼自身が南北戦争に参加したときの冒険を思い出す.

時代におくれて生れたばかりに挫折感をもっ騎士たちは他の小説にもあ

らわれる. w八月の光Jの重要人物である牧師ハイタワーもその一人であ

る.彼が生れた時はもうロマンスとか栄光とか武勇の時代ではなかった.

彼は幼い時から，いわば，祖父の亡霊と暮してきた. w八月の光』の最後

から二つ目の章はハイタワーの全生涯を明らかにし，これまでの章で彼が

とってきた行動がどんな動機からなされたかが，始めて読者に納得できる

のであるが，ハイタワーの回想の部分は『サートリス』の前出の部分と非

常によく似ていながらp それよりももっと複雑である.ハイタワーの祖父

は南北戦争に参加して(もちろん南軍〉やはり例の茶目っ気，馬鹿げた勇

気を発揮して，北軍が当時占領していた町で，北軍がうようよしている真

中を騎馬のー隊でもってかけぬけた. ところが，その帰途9 ふと北軍占領
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下の農家の庭にしのびこんで難をぶんどろうとして(しかも食料を盗むの

が目的ではなしただの茶目っ気で〉弾丸にあたって死んだ人である.少

年ハイタワーにはこの祖父が夢の英雄，あこがれのまととなった.彼は牧

師になったが，それは牧師としてかつて祖父が馳けぬけた武勇の地に赴任

するためであった.神学校の先生の娘を妻にしたのもそのためであった.

そして，ロマンティッグな武勇が実現できない現代において，彼の祖父の

栄光と似たものを行ないたい，と思って，彼が行なった栄光の行動とは，

妻の不義を黙認し，そのために教会から追い出されるという殉教者のポー

ズをとることによって，被個人の，心内の栄光を得ることであった.そし

て作者はこのハイタワーのあこがれのまととなり彼の一生を狂わせたその

祖父が実は難ー羽で命を落した無意義な勇気の持主であったというところ

に，彼の皮肉を示している.つまり，ハイタワーの祖父の時代にはまだロ

マンスはあったが(祖父の行動を若さと生命カにあふれた行動と作者は

いっている.) しかし， 祖父の行為に価するような理想はすでになくなっ

ていた.そして，祖父は結局は南部の民話的変身によって大いに変貌した

騎士であった.そして孫はその騎士にさえなれなかった.彼が行なった唯

一の漬罪行為はリーナの出産を助けることであった.

『サートリス』のベィヤードは勇気をもちながら，一つはサートリス家

に伝わる無分別の気風という伝統をうけついだために，今一つは近代戦の

もたらした残酷の結果，愛するものを失ったことによって，死とたわむれ，

死を求めるに至る.そうしてまきぞえの犠牲者を出す.それは彼の無茶な

運転のために心臓まひを起して死ぬ祖父のベィヤードと未亡人として残さ

れる彼の妻ナーシサくNarcissa)である.

ハイタワーも過去の騎士の栄光を追ったために彼自身の死をまねいたの

みならず，犠牲者を出した.それは彼の妻であった.

「私はその教会にやってきた.そこには魂の救済を求めて人々が待っ

ていた.しかし私の自にはそのさしのべられた手が入らなかった.私は
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信頼をよせられながら，その信頼を一文の価値にも思わなかった…ー私

が妻にしてやったことはそれだけだったとしたらフ妻からは落胆と恥辱

以外に，また，神からは見捨てられる以外に，何を期待できただろう.

私が自分の飢えの深さと，その凱えを満たすのに妻は永久に局外者であ

るだろうという事実を妻に見せた時に，在、は妻を凌辱するもの，妻を殺

すもの9 妻の恥辱と死とをもたらすものになったのだ.J 

男性の行為の規範として遠く中世に源をもっ騎士道的な生き方は， ヨー

ロッパからヨーロッパ人の子孫の住むアメリカ南部に残っていたことを，

フォーグナーは多くの作品中で語っている.その騎士道精神はプランティ

ション階綾の中に残った.そしてコンプソン (Compson)家やサートリス

家がその精神の保持者として示されるわけであるが，それらは作者の考え

るところでは，古い年代に属するもの，滅びゆくものたちでありラ 1920年

後にはこれらの古い騎士たちは殆んど全部姿を消してしまう.彼らは新し

い時代に即応することができない.そこに滅亡の悲哀がある.彼らの楽し

い時代は去ってしまった.そして，むき出しの欲望をもって卑劣な手段で

生きるスノープス (Snopes)族が南部を支配するようになってくる.作者

はこの古い騎士道に同情的でありながら，また彼らが滅びゆく種族である

ことを知っているし， 同時に彼らのナイトリー code それは女性にた

いする礼節9 奉仕，弱きものの保護，正義感一ーを潮笑したりする.

たとえば時国においてコンブソン将軍 (GeneralCompson， Jason 

Compson II) は森林地帯を製林会社に売り渡してからは二度とその森林

地帯に年中行事の狩猟の旅をしようとはしなかった.文明に侵しょ〈され

て行く愛する森林の姿を見るのがつらかったからである. iI響きと怒り』

(The Sound and the Furツ， 1929)のジェイソン@コンプソン三世(Jason

Compson III)は，病身の少年中不平不満をいって暮している妻との結婚

生活によってラ人生に絶望している.彼の唯一の人生へのはかない抵抗は
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人生を皮肉な目で見つつ酒におぼれ，古典に没頭することであった.彼は

息子のグェンティン (Quentin)をハーバード大学に送る費用をつくるた

めに，本当はベンジィ (Benjy)の名義になっていた土地を売る.そしてグ

ェンティンを大学に入れる.グェンティンがハーパードに出発するにあた

ってヲ次のような皮肉をのべ立てる. rお前をハーノミード、へやりたいとい

うのはお前が生れた時からのお前のお母さんの夢だったんだ.コンプソ γ

家のものは一人としてご婦人の期待を裏切ったことはないのだ.J 彼の父

にまた時代に遅れて生れてきた騎士であり 9 彼の生れた時にはすでに騎士

の奉仕に価する女性はいなかったのである.イソルテ (Isolt)やギネピァ

(Guinevere)やエレン CHelen)はいない世の中であって，その代りに頭

痛もちのノイローゼの女性に愛をささげタ奉仕をせねばならなかった.

騎士にたいするフォーグナーの擁撒は現代の最も鑑賞にたえる 9 まとも

な騎士である法律家のギャピン・スティ{ブンズ (Gavin Stevens)にま

でのびる.ジェイソン@コ γプソン二世やジェイソン@コンブソン三世た

ちは前時代の遺物であっても，ステープンズについては，フォーグナーは

かなり現代の英雄としての資格を与えている.時にはキザ、と思えるほど9

まるで三文小説のスーパーマンが， ミッキー・スピレインか，ユラリー・

グィーンかと思えるほどの資質さえ彼に与えている.たとえば，ステープ

ンズは頭のよい法律家であり，ハーパード大学で M.A，ドイツのハイデノレ

ベルグで Ph.D.をとり，腕力こそないが，スペイン語を流暢に話し(uナ

イツ・ギャンピット~ Knight's Gambit， 1949)，趣味として英訳聖書をギ

リシャ語に訳し直す，という人物で~る.彼は正しいもの，しいたげられ

たものを助ける正義の土である. (uナイツ・ギャンピット』では彼は法律

家ではあるが，また，探偵のような活躍もしてラ人を助ける『墓地への侵

入者~ (Intruder in the Dust， 1948)では彼の甥のチヅグ (Chick)が主役

であるが，彼はその甥の活躍を助ける.彼はその高い学識にもかかわらず，

無学な人たちとーしょにしゃがんで南部の方言で語り合うことができる.) 
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しかし，事，婦人に関して，スティーブンズはかなり滑稽な騎士である.

彼の行動は主に甥のチッグと友人の v.K.ラットリフ (Ratli妊e)の目を

通して語られるのであるが，甥は彼の行為にたいしては何ら解説を加えず

に，客観的に報導し，一方，ラットリフは彼の行為を解説する，という役

割を演じている.彼はその双生児の妹，マギー (Maggie，Margaret) に

言わせれば「長年独身でいて9 大きな子供をもった未亡人と結婚するタイ

プJであり，またタ彼自身もラトリフに「結婚はいつも僕につき当りそう

になっては素通りしてしまうのだ」といっている.彼のドンキホーテ的な

姿の最もよく出ているのは『町~ (The Toωn， 1957)において9 彼がフレ

ム・スノープス (FlemSno肝心と結婚した 3 ーラ (Eula)の名誉を守る

ためにとった行為と， その娘リンダ(Linda)の「指導」をするためにと

った行為である.

彼の行為はユーラとその娘リンダというこ代にわたる女たちにたいする

奉仕であった.ユーラの名誉を守るために彼が双生児の妹を通じてユーラ

を町のダンス・パーティに招待させ，それをもって町の上流婦人たちにう

け入れられた証拠にしたいという彼の努力は，彼とマンフ vッド・ド。ス

ペイン (Manfredde Spain)とのなぐり合い，という滑稽な事件をまき起

す.被はユーラに献身したが，ユーヲからは何をも求めることがなかった.

人生の経験をつんだ v.K.ラトリフはギャピγの理解者であり， また，

批評家であるが，その言葉を借りて言えば「ギャピンは女性の心理を知ら

なかった(ユーラにとっては最初の男性であったマッキャロン McCarron

もマンフレッドもすべて彼女の一生にとっては自然現象のように起つては

すぎてゆく男たちでありヲ彼女の本質を変えるものではないこと，キャビ

ンはどうしてもその男たちの一人にはなれないことLだが，それはわしの

誤解でラギャピンはそれを承知で，それが(彼女の愛人になれないことが〉

願いだったのかも知れない.願いというより，そこらへんが関の山だと知

っていたのだ、ろう.二番目によいものしか手に入らない時は，何もないよ
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りは，その方がましだからな 7・へレンやジュリエットやイソルデやギネ

ピァとーしょに生きていたのは何もランスロットやトリスタンやロメオや

パリスばかりではなかったからな.詩歌にもてはやされるようになったこ

んな飛びきり幸運な男たちのほかに二流の男たちがいたわけだからな.そ

いつらも恋したり望んだりしたんだ.パリスの次によいということはパリ

スに比べりや不運だろうが，二番だったって悪くはない.誰も彼もがヘレ

ンを勝ちとることができるわけではないわ.その代りにまたへレンを失う

という悲運にも遇わないですむからなァ」である.このようであるから，

彼は三枚目的存在としての位置をも与えられている.ユーラば自殺する前

日に彼の事務所を訪れている.その翌日彼女の自殺を知って披はショック

をうける.彼女の葬式の後，彼はラトリフと事務所に坐って，ラトリフに

「何故彼女は死んだのだろうか」と問いかける.ラトリフの答えは「多分

退屈したのだろう」である.ギャビンは「退屈?Jといって泣き出す rそ

うだ，そうだったのか.彼女は愛し愛される能力をもっていた.ただそれ

に価するだけの強さをもったものを，それに匹敵しその愛をうけるだけの

勇気のあるものを求めて，二度までも(僕のところに〕やってきたのに.

全くだ，退屈もするだろう.J 

彼は五十歳近くまで独身であった.ユーラの存命中，彼がユーラの娘リ

γ夕、、にたいして，彼女がスノープス的毒気にわざわいされないように，そ

のためにはこのジェブァソンの町をはなれて東部の大学に進学できるよう

にと懸命に努力する姿が甥のロを通して滑稽に語られている.母親のユー

ラ自身に依頼されたのでもなし リンダにたのまれたのでもないこの自ら

引きうけた仕事に夢中になった四十歳をすぎた地方名士がタ リンダの高校

からの退校時間を待ちうけてドラッグ・ストアでアイスクリームを彼女は

おごってやったり，甥に托して彼女に教養のための詩の書物を渡したりす

る様子，或はリン夕、、が六年後に耳のきこえない未亡人としてp ジェブ 7ソ

ンに帰って来たときのギャピンの献身も滑稽をもって語られている.そし
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て作者はそんな時に，主に甥の口を通してであるが「ハーバー}人PhiBeta 

Kappa，ハイデ、ルベルグの Ph.D.法律家ギャピン・スティーブンズ」と

いう肩書を好んで彼の名前の後につけて物語っている.はなはだしい例は

披がリンダにひそかに出会う場所がなくて，彼の自動車で相あうところを

述べて“G丘vinStevens， aged日ty，M.A. Harvard， Ph.D. Heidelberg， 

LIB. Mississippi， Am巴ricanField Service and Y. l'叫.C. A. France， 1915 

-1918， County Attorney円という肩書を甥は使っている. それは， まる

でヲ 「ラ・マンティアの尊き騎士ラ ドンキホーテ」というような口調であ

る.

このようにフォークナーにとっては，行動としての騎土的な codeにた

いして1800年後半から1900年にかけて白人の上流階級の祖父たちが示した

理想はフもう過去のものだと思っているし，また1920年代の男たちについ

ては或は過去の栄光にとりつかれて自分自身を失った悲惨な姿としてうつ

し出し9 或はもう時代おくれとなった理想を実践しようとするものをやゆ

をもって描いたり，また，勇気をふるう対象を失って死を求める者の姿と

して描き出している.

そのように登場人物がもっ勇気，女性への献身，その名誉の保護?など

という理想にたいして，作者は客観的に，ある距離をおいてタそれらは作

中人物の理想であって9 必ずしも作者の理想ではない，という態度を持す

ることのできたフォークナーではあるけれども，彼自身がまた根底には騎

士的なものをもっていることを多くの作品はあらわしている.その騎士的

なものはもはや日常行為の規範として code化された騎土道ではない.そ

れは，いわば，一つの哲学となって彼自身の人生観となり p 表面化はされ

ていないが，内在するものである.その一つに彼の女性観がある.彼の女

性観はどうも弱々しししばしば理想化しすぎる.プレム@スノープスラ

サトベン (Sutpen)， コンブソン家の男たちタサム@ファーザーズ (Sam

Fathers)など，作中の男性の人物が魂の深奥をみせる realityをもった複
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雑な素晴らしい人間像を呈しているのに反して，女性像となると作者の目

は弱いようである.もっとも素晴らしい女性像もある. ¥1響きと怒り』の

キャディー (Caddy)，黒人女中ディルシー (Di1sey)， ¥1尼僧への鎮魂歌』

の黒人女中ナンシーなどをあげることはできるが，男性像ほど多くの傑作

像をあげることができない.そして，時々，作者自身がスティーブンズ的

なドンキホーテを発揮する. たとえば\1自動車泥棒~ (The Reivers， 

1962)は，マックキャスリン (McCaslin)家の白人家系の一人ルーシア

ス・む・プリースト (LuciusQ. Priest) という1894年生れの男が，その

少年時代を回想して語る物語であり，すべてが十二歳の少年の呂を通して

語られている.この作品中で，少年が娼婦の名誉を守ってやったり，彼女

に騎士的態度をとることは，ルーシアスの性格として描出されているので，

その点では問題はないのであるが，最後にこの娼婦がある警官と結婚して

非常によい奥さんになるとか，出来た赤ん坊にルージアスという名をつけ

るとかは，物語としてあまりにも甘すぎると思わざるを得ない.

フォーグナーの考え方にその根底において騎士道精神のあることに気づ

くのも，この『野生の綜欄』においてである.赤ん坊をもった母親にたい

する無条件にいだく畏敬の念がそれである.たしかに囚人は，赤ん坊をも

っているがゆえにその母親である「女」をもひっくるめて一種の畏れを抱

き，理屈ねきで本能的にその生命を保護する.そうしてこの態度はハリー

とシャーロットのそれとは明らかな対照をなしている.そのいずれの方に

フォーグナーの心の傾斜があったか，これは彼の他の作品『八月の光』の

りーナと赤ん坊の扱い方を見ても，また『パイロン』においても明かであ

ろう. ¥1パイロン』は飛行機によって代表される文明の所産として人間的

な生活がでないでヲ レース・パイロットとかパラシューターという生命を

かけた職業に従事して，一人の女を二人で共有している男たちの物語であ

るけれども，その中心のテーマは姫娠している女の出産費を(しかもそれ

は自分の子ではなくもう一人の男の種であるが〉かせぐためにそのうちの
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一人が賞金のかかった危険なレースに参加して命を落す物語である.

このように，赤ん坊を抱いた母親または赤ん坊をみもごっている女にた

いする男たちの無条件の献身はフォークナーのもち続けたものである.そ

れは聖母子にfこいする崇拝の伝統に由来している MichaelMillgateは

The Achiれ・ementof 14ヲlliamFaulkner (1963)の中にフォークナーが

1957年ヴアジニア大学で『パイロン』の著作動機についてうけた質問にた

いして， f皮は次のような要旨で答えたと語っている.

11. ~アプサロムラアブサロム』という大作をものにしている聞の患ぬ

きに書いた.

2.現代社会に生きる人のはかなさを描いた.作中の人物は幻のように

今日あって明日のない存在であり，朝生れて夕べに死ぬ蝶のようなもの

である.彼らは神の手から遠くライ本面から Lov巴とかの及ばないもの

であるばかりでなく，神の手も及lまない存在である.彼らは過去と未来

とをうけ入れるべき強制から逃れている.彼らは過去をもたない.J 

これに対して Millgateは， フォークナーの言葉は必ずしも額面通りに

うけとれない，自己の作品を語るときには虚栄心が入って自己偽まんにな

るものであるから，と述べているが，その「束の間の命」に生き人間の属

性を失った飛行士シューマン (Shumann)は生れ出る嬰児のために命をす

てたのであり，それが自分の子ではないという点においても『八月の光』

のリーナや「オールド・マン」の場合に生れ出る嬰児に奉仕する男たちの

場合と同様である.その奉仕をうける女性の方は泰然自若として如何なる

ことにでも平然と適応して行き，男たちの奉仕を堂々とうけ入れる，とい

う点では聖母子を思わぜる.この女性たち(ユーラをも含めて〉を多くの

批評家は earthmotherとよび，自然の生殖力のシンボルと見なすとして

いる. ザーナ 1女」等は彼らに奉仕する男たちからは蓬に距離をおい

た存在であり，別の次元に属していて奉仕者の心情にまきこまれるほどの

コミュニケーションを持たないものであり，その奉仕者の奉仕の絶対性の
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ゆえに，先に述べた聖母子のイメージをもっ.特にキリスト教的なイメー

ジが作品の人物にかぶさって現われることの多いフォーグナーの作品では，

そのように考えざるを得ないのである.

白意識にみちたハリーとシャーロットとの一組よりも 9 ほとんど自意識

をもたない「女Jと「囚人」の一組の方が一一我にもあらず献身行為をす

る囚人とそれを泰然としてうけ入れる「女」の方が 作者としては力の

入った部分の物語で、あったろうと考えられる.作者は生命を非常に尊んだ

人であった.そして事実は I野生の諒欄」をきわ立てるための「オー/レ

ド・マン」というよりは，その逆であって，結果的に「オールド・マン」

を引きたてるための「野生の綜欄」であるといえる.またストリ{の価値

から判断してもラ 「オーノレド@マン」の方が皮肉，滑稽，サガ的要素など

複雑な要素をふくみ，意味の層の厚さをもつものである.


